
はじめに 

 

 令和元年（2019 年）9 月 5 日に南鳥島近海で発生した台風 15 号（Faxai）は，「非常に強い」勢力を保

ったまま 9月 9日午前 3時前に三浦半島を通過した．その後，東京湾を北東に進み，9日午前 5時前に千

葉県千葉市に上陸した．関東地方に「非常に強い」勢力を保ったまま台風が接近するのは極めて稀であ

る．さらに，千葉市上陸時の中心気圧と最大風速は，それぞれ 960 hPa，40 m/sと解析されており，台風

15 号は，統計開始以来，最も強い勢力で関東地方に上陸したとみられている． 

今回の台風でとりわけ大きな被害を受けたのは，現代の社会活動を支えている電力システムである．東

京電力管内の 1 都 7 県に渡って最大約 934,900 戸（2019 年 9 月 9 日 7:50 時点）で停電が発生した．9 月

11 日 6:30 時点で千葉県と神奈川県の一部を除き停電は解消されたが，千葉県では停電が長期化し，9 月

17 日 13:00 時点で約 67,200 戸が未だ停電していた．さらに，停電の長期化の影響は深刻化し，熱中症に

よる死者の発生，断水の長期化，携帯電話や固定電話回線等の通信障害など様々に波及し，停電災害と言

える事態に陥った． 

この台風によって，死者 3 名（2名の災害関連死者を含む），負傷者 150名の人的被害が発生した（2019

年 12 月 23 日 15:00 現在）．また，千葉県を中心に神奈川県，東京都，茨城県など広範囲で 7 万棟以上の

住家被害や 230棟以上の床上・床下浸水の被害が生じている．この被害量は，昨年の台風 21号の被害を

超えるものであった．さらに，首都圏の交通システムでは，台風による鉄道の運休や高速道路の通行止め

が発生した．その影響を受け，成田空港では約 14,000 人が空港内に取り残されるなど非常に混乱した．

海上では，貨物船同士の衝突や護岸の走錨被害が報告されている． 

今回の台風によってもたらされた停電によって，電力依存社会の抱える脆弱性が次々と露見された．こ

のことから，停電の長期化による影響波及に関する調査研究は，風水害の防災対策のみならず，今回と同

様に大規模な停電が懸念される首都直下地震や南海トラフ巨大地震などの地震対策にも非常に重要な知

見をもたらす．また，建築物，海岸・港湾施設，交通システムの被害について調査研究を実施することは，

近年風水害が頻発し，その被害が激甚化している我が国の防災・減災対策の立案に大きく貢献できる． 

そこで，令和元年度科学研究費助成事業「令和元年台風 15号による停電の長期化に伴う影響と風水害

に関する総合調査」（課題番号：19K24677）では，①停電の長期化の原因とその影響波及の解明（ライフ

ライン分野），②台風 15号による被害発生の気象学的要因の解明（気象分野），③建築物・工作物の被害

メカニズムの解明および強風リスク評価（風工学分野），④海岸・港湾施設の被害メカニズムの解明（海

岸・港湾分野），⑤内水被害の実態調査（水工学分野），⑥航空交通システムへの影響の解明（航空交通分

野）について，調査研究を実施した．本報告書は，その成果を取りまとめたものである． 

本研究を行うにあたり，関係機関および台風の被害に遭われた方々には，調査等に多大なご協力をいた

だきました．ここに記して謝意を表します． 
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